アクティブ スピーカー 

AT - SP 121 

取扱説明書 

® auaio-technica 


お買い上げあ D びとラございます。ご使巧の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用<ださい。 
また、な罰書と一箱にいつでもずぐ読める場所に保管しておいてください。 


をを上のを意 


本製品は安全性には充分な配慮をして設計しておりますび、使い方を誤ると事巧び起こることびあります。 
事故を未然に防ぐために下記の巧容を必ずお守りください。 


A 警告 


この表示は r 取り扱いを誤った場合、使用 
ちび巧こまたは重傷を貪う可能性びあり 
ます」を意巧しています。 


A ミち意 


この表示は巧5り银いを誤った場合、使用 
者び傷害を負ラ、または物的損害び発生す 
る可能性びあ D ます」を意巧していぎす。 


本なにごし、て 


么警告 


A ま意 

•付属の AC アダフター巧犀用しない 


•不を定な場所に設置しない 

巧障.不具合の原因にな D ます。 


転倒などにぶりけびや故障の原因になります。 

♦異常に気付いた6使用しない 


参直射日光のちたる場所、暖房器具の近く、高通を湿やほこ 

異常な音.煙、臭いや発熱.損傷びあったら.すぐにコン 


りのをい場巧に置かない 

セントから巧を.お買い上げの販売店か当社のヴービス 


巧障、不具合の原因になります。 

センターに修理をお頼してください。 


参义気に近づけない 

■分巧や改造はしない 


変形.巧障の原因になります。 

感電、故障や乂がの原因になりまず。 


参ベンジン、シンナ ー 、接点復ミ舌が-童液などは使用しない 

参強いを窒を与えない 
感電、故障や义災の原因にな D ます。 

■濡れた手で巧れない 
感電やけびの原因になります。 

•水をかけない 

感電、故障や义巧の原因になります。 

■本製品に夏物(おまやずい物、金属、液体など)を入れない 
感電、巧障や火災の原因にな D ます。 

参巧などでおおわない 
加熱による火災やけびの原因にな D ます。 

•同おのポリ袋 I 蜘巧の手の届く所^火のそばに 
動、ない 

事巧や乂巧の原因になります。 


巧形、巧障の原因にな D ます。 


AC アダプターについて 


A 警告 


♦ AC 100 VW 列の電翻〔はを用しない(日本国内専用） 
過熱による乂災やけびの原因になります。 

参本製品む巧には巧用しない 
過熱による义災やけびの原因になります。 

•異常に気付いた6使用しない 
異常な音、煙、臭いやコードなどの発熱、損傷などびあっ 
たら.ずぐにコンセントからなさ、お買い上げの販売店 
か当社のヴービスセンターに修理を依頼してください。 
•コードは伸ばして使用ずる 
巧などでの固定や、まねたままでの梗用はしない 
過熱による乂がやけびの原因になります。 

♦コンセントや本化にプラグを差し込む時は根元まで確 
実に差し込む 

過熱による火災やけびの原因にな D ます。 

♦コードを引っ張6ず、プラグを持ってまっすぐ巧き差しずる 

が線、故障の原因にな D ます。 


♦コードの上に巧を置いたり、敦物や家具などの下に 
人れた0しない 
断線、故障の原因になります。 

♦分解や巧這はしない 
感電、故障や乂災の原因になりまず。 

•強い衝擊をちえない 
感電、巧障や义災の原因になります。 

参濡れた手でがれない 
感電やけびの原因になります。 

参巧などでおおわない 
過熱による火災やけびの原因にな0まず。 

参プラグにたまったほこりなどはをいた巧で定期的に巧ま取る 
過熱による义災やけびの原因になります。 

参ベンジン，シンナー、接点復活な害巧などは使用しない 
をお、故廣の原因になります。 


A ミ主意 


♦長時間巧用しない時は、コンセントか6巧く ♦通電中の AC アダプターに長時間触れない 

省エネルギーにご配慮ください。 低温やけどの原因になることびあります。 

•足に引っかかりやすい場所にコードを引き回でない 
巧障や事巧の原因になります。 


巧用上のを意 


♦¢3 .己 mm ステレオミニジャックのヘッドホン端子 lU かと接続する場含は、適切な墅換アダプターをお買し、巧めくださし、。 
♦ケープルの巧き差しは、本製品の里源を切ってか5行なって < ださい。 

•磁気の影響を受けやすい物{ブラウン管テレビ、磁気力ード、時計など)を巧づけないでください。 

•ラジオを接続しないでください。ラジオの音きにノイズが入ることびあります。 

♦電子傑器類の近くで本製品や電子樣溫こノイズが入ることがちりまず。 


かお寸ミ去図 
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を巧のをがとお能 


① 電源スイッチ/ボリューム 

電源の ON / OFF スイッチと、音量を調整する回転式ボ U ュームです。 


を ( L ) 


ち ( R ) 


OFF MAX 

ノブをもに回ずと音呈が大きくなり、 
左に回ずとかさくなりまず。 


OFF MAX 
OFF の巧度占、5 ノプぞちに回すと 
ON にな0ます。 

ノブの同囲が育ちに点なします。 

⑤パワーインジケーター 

電源び入ると電源スイッチ/ボ U ュームの周囲び青色に点なします。 

⑤ヘッドホン端子 


-① 

-感 

.② 



-⑦ 


を続のしかた 


♦接爲の前に、本製品の電源/ポリュームスイッチをカチッと音びずる OFF の位置まで回し、 
電おを切って < ださい。また、接掃する稱器の音量を最かにしてください。 

1. をち接続コードをちスビーカーの SP OUT 端テに接続する。 

2. 入カコードを下図のようにバソコンやポータスレブレーヤーなどのヘッドホン端子に接続ずる。 

3. 付属の AC アダプターの DC 出カプラグを、スピーカー本巧の DC 入力端テに差し込む。 

4. 付属の AC アダプターを AC コンセントに接続ずる。 

5. 電源スイッチ/ボ U ューム巧ちに回し、電源を入れる。 

電源び入るとノ ワーインジケーターび点打します。 

6. 接続機器を再生ずる。 

接続した機器を再生し、接続した機器の音量と、本巧の電源スイッチ/ボ U ュームで营量を調養します。 


i * 左ち接続コードは延長しないでください。不具合の原因になります。 


ベッドホン 

側巧） 



I 巧盾かな？と思った己 I 

Q . 軍源が入らない。 

A. AC アタフターは接続してありますか？コンセントか5外れていませんか？ 

一「接続のしかた」を替巧してくだごい。 

Q . 音び出ない。 

A 1 . 入カコードが封 a 箱器からかれていませんか？—お実に接統してくだごい。 

一唯続のしか妇赖照してください。 


A2. ちち接玩コードが扫スビーカーりろ列打ていませんか？—ちち接病コードを接続してくだごい。 

一階続のしかむ穂おしてください。 

A3. 接病した粗器は再生していますか？—接続緩器を再生してください。 

^「接轿のしかた 1を参席して<ださい。 

A4. 接続した粗器の音置を最かにしていませんか？—接続精器の音量を調整してくだごい。 

^「接続のしかた」を参照して<だごい。 

Q . ノイズび出る。 

A. 吾ケーブルは確実にお器に接続さ打ていますか？—接损を確認してくだごし、。 

^^接統のしかた」を参おして<ださい。 

Q . 音が軍む。 

A 入力信号び大きすざませんか？—衝院摄器のボリユームを下1ブて音量を調整してくださし、。 

一階続のしかた J を参照してくださし、。 

Q . 音びかさい。 

A To な!号例なすすませんか？イ節本製品効 W ユームを上听音置想 m/C な岩 U 
^「接続のしかた」を参照してください。 


テクニカルデータ 


•型す ：アンフ巧蔵スピーカーシステム 

参スピーカーユニット：史 40 mm /：7 ルレンジ 
•入カインビーダンス ： lOkD 
♦実効最大出力 ： 4 W +4 W 

•空源 ： DC 12 V 


(付属の AC ァダフターを使用、 
曰本国內専用） 

参入カコード長 ：0.8m 

•入力端子 ：¢3.巳 mm ステレオ S ニフラグ 

♦をち接続コード長 ：1.0m 


•がお寸法： H 148 XW 日己 xD 88 mm 
(突起部除 <) 

•質量 ：左スピーカー約240邑(が AMP 内蔵） 

ちスピーカー約 290 g ( AMP 巧蔵） 
•付属品： AC アダフター ( AD - S 1 吕 10 JK ) 


(巧良などのため予告なぐ変更することがありまず。） 


ア フターヴー ビスについて 

本製品をご家庭用として、取扱説明や接続-を意書をに従ったご使用に 
おいてな障した場合、保罰書記載の期間•規定によ0無料修理をさせて 
いたださます。 

お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保証開始曰の確認のた 
めに保 I 正書と共に大切に保管し.修理などの際は提示をお願いします。 


お問いさわせ巧(電話受付/平曰目:日日〜 17:30) 

商品のお問い合わせや故障’修理のご相談は、お買い上げのお店または 
当社窓口及びホームぺージの r サポート」までお願いします。 

•相談窓□(お問い合わせ） m. 0120 -773-4 17 

(携帯電話 ’ PHS などのご利用は03-巨74已 -0211) 

FAX : 042-73 日-白120 E メー ル： support @ audio - technica . co.jp 
参サービスセンター(が障•修理） ^.0120-887-416 
(携帯電話 . PHS などのご利用は03-巴74日-021 2) 

FAX : 042-739-9120 ル： servicecenter @ audio - technica . co.jp 


株巧を対:ザ-デザ 7 f テつ: 


〒1 94-8666 東京都町田市成顯2206 
httD://vvww.audio-technica.cojp 
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192401280 





















































































































































